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22

ベレーシート

前回、雅歌２章の「私の愛する方の声」 דּוֹדִיקוֹל （コール・ドーディー）

と、創世記３章の「主の足音」と訳されたקוֹל יְהוָה（コール・アドナイ）
から、קוֹל (コール)が何を意味しているのかを見てきました。

それは単なる「声」や「音」でなく、「主ご自身」、「主のご臨在」を現わして

いることがわかりました。

ところが、更に興味深いことに、この雅歌２章と、創世記３章の両方に、

日本語訳で「そよ風の吹く」という表現が使われているのです。

しかし、ヘブル語原文を見ると雅歌では ּווֹםפוּח   プーアッハ・ハッヨー） ה 

ム）、創世記では ּווֹם רוּח  ה  (ルーアッハ・ハッヨーム)、と異なった言

葉で書かれており、しかもそれぞれの言葉が、聖書全体で、そこにしか

使われていない、特別な表現であることに気が付きました。

今回は、この二つの言葉から、神のご計画を尋ね求めてみたいと思いま

す。



創世記3章8節

そよ風の吹くころ ּווֹםרוּח   ה  (ルーアッハ・ハッヨーム) 、彼らは、神である主が園を

歩き回られる音קוֹל יְהוָה （コール・アドナイ）を聞いた。それで人とその妻は、神で

ある主の御顔を避けて、園の木の間に身を隠した。

33

「そよ風の吹くころ」

この創世記3章８節は、人が善悪を知る木の実を食べた後の情景が記されています
が、そよ風の吹くころ、一体何が起きたのでしょうか。

人は「קוֹל יְהוָה（コール・アドナイ）」＝「主の声/主の臨在」 に、 「御顔を避け」そして

「身を隠した」のです。 

これは、神がモーセに与えられたような「顔と顔を合わせて אֶל־פָנִיםפָנִים  （パー

ニーム・エル・パーニーム）」語る関係（出33：11）が完全に壊れたことを意味します。

つまり、「そよ風の吹くころ」 ּווֹםרוּח   ה  (ルーアッハ・ハッヨーム)に起こったのは、 神と

人との関係が明確に断絶した瞬間だったのです。
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雅歌2章8節

私の愛する方の声קוֹלがする。ほら、あの方が来られる。

4

ה־זֶהדּוֹדִיקוֹל2:8 בָאהִנֵּ
一方、雅歌２章８節でも、同じ קוֹל （コール）が使われていますが、まったく状況は
異なっています。

原文を直訳すると

קוֹל （コール）＝声/主の臨在・主ご自身

私の愛する方＝（ドーディー）דּוֹדִי
ה־זֶה  ！見よ、この方だ＝（ヒンネー・ゼ）הִנֵּ
来た／来られる＝（バー）בָא

は終わりの時を示すことばとして用いられますが、創世記３章で（ヒンネー）הִנֵּה
人が恐れて顔を避け、身を隠した קוֹל （コール）では無く、「喜び待ち望む対象」に
変化していることがわかります。

の響く時（コール）קוֹל
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雅歌2章17節

私の愛する方よ。そよ風が吹き始め ּווֹםפוּח   ה  （プーアッハ・ハッヨーム）、

影が逃げ去るまでに、あなたは戻って来て、険しい山々の上のかもしかや

若い鹿のようになってください。

5

そよ風が吹き始める時 ּווֹםפוּח   ה  （プーアッハ・ハッヨーム）

ד  ּווֹם שֶָּופוּח  ע  צְלָלִים סֹב  ה  ה־לְךָוְנָסוּ ה  ָּולִים  דְּמֵּ  דוֹדִי לִצְבִי אוֹ לְעֹפֶר הָא 
י ל־הָרֵּ בָתֶר׃ ס ע 

そして雅歌は続けて、愛する方に「戻って来てください。」と懇願するのです。

「かもしか」 と訳されたצְבִי（ツェヴィー）は「栄光・輝き・美しさ」という意味があり、
また単数の 「若い鹿」עֹפֶר（オーフェル）は、大地の「ちり」עָפָר （アーファール）で
造られた「人」として来られたイェシュアが、いのちに躍動する姿を現していること

を前回見てきました。

では「そよ風が吹き始める時」 ּווֹםפוּח   とは、どのよう（プーアッハ・ハッヨーム） ה 

な意味を持つのでしょうか。
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雅歌4章6節

そよ風が吹き始め ּווֹםפוּח   、影が逃げ去るまでに、（プーアッハ・ハッヨーム） ה 

私は没薬の山、乳香の丘に行こう。

6

そよ風が吹き始める時 ּווֹםפוּח   ה  （プーアッハ・ハッヨーム）

「そよ風が吹き始め」と訳された ּווֹםפוּח   は聖書全体で、雅歌（プーアッハ・ハッヨーム） ה 

２章17節と、この４章６節の２ケ所だけで使われています。

原文 ד  ּווֹםשֶָּופוּח  ע  、を詳しく見ると（アド・シェヤーフーアッハ・ハッヨーム） ה 

ד・ 前置詞： 「〜まで」「〜の時まで・瞬間まで」（アド）ע 

関係詞・接続詞：「〜するときに」「〜するまで」（シェ）שֶ־・

・ פוּח  ּוָ  （ヤーフーアッハ）：語根：  פוּח（プーアッハ）：「息を吹く」「吹き出す」の未完了形男性単数

・ ּווֹם/ה   （ハッヨーム）定冠詞＋男性名詞単数 ： 「その/日」（文脈から「その日」が主語になる）

つまり直訳すると、「その日 יוֹם（ヨーム）が息を吹き始める時までに」となります。



創世記3章8節

そよ風の吹くころּווֹם 。彼らは、神である主が園を歩き回られる音を聞いた、רוּח  ה 
それで人とその妻は、神である主の御顔を避けて、園の木の間に身を隠した。
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「そよ風の吹くころ」

一方、「そよ風の吹くころ」と訳された ּווֹם רוּח  ה  （ルーアッハ・ハッヨーム） も聖書全体で、

この創世記3章８節でしか使われていません。

そよ風の吹くころ ּווֹם/רוּח  ה  /לְ  （レ/ルーアッハ・ハッ/ヨーム）を細かくみると、

ְל・ （レ）変化・目的・方向を示す前置詞：「〜の時に」「～になる」 「～のために」 「〜に向かって」
名詞：「風」「息」「霊」「気配」「動く空気」「神の息」（ルーアッハ）רוּח  ・
・ ּווֹם/ה   （ハッヨーム）定冠詞＋男性名詞単数： 「その/日」

ּווֹם を直訳すると「その日（レルーアッハ・ハッヨーム）ְּלְרוּח  ה  「の風・息が動く時に（ヨーム）יוֹם
となります。

では、 יוֹם （ヨーム）とは、何を指しているのでしょうか。

「そよ風の吹くころ」 ּווֹם רוּח  ה  （ルーアッハ・ハッヨーム）
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（ヨーム エハード）יוֹם אֶחָד 

「第一日」と訳されている יוֹם אֶחָד （ヨーム エハード）という表現は、聖書全体の中で、

この創世記１章５節だけにしか使われていません。

。は、以下のように、聖書において大変重要な語彙です（エハード）אֶחָד

● 申命記6章4節          聞け、イスラエルよ。主は私たちの神。主は唯一（エハード）である。

● 創世記2章24節        その妻と結ばれ、ふたりは一体（エハード）となるのである。

● エゼキエル37章17節 一本の杖とし、あなたの手の中で一つ（エハード）となるようにせよ。

このように、エハード は 単なる「1」ではなく、 統一、一致、本質的な一つ、を表す語彙です。

したがって、 יוֹם אֶחָד（ヨーム エハード）を直訳すると、「第一日」ではなく、「一つの日」となり、

後に続く「第二日」「第三日」とは明確に区別して使われています。

つまり、 「夕があり、朝があり、一つの日（ヨーム・エハード）」 という表現は 「時間の最初の単位」
というよりも、 「神が定義した特別な一日の成立」を示していることがわかります。

יוֹם       （ヨーム）初出箇所：創世記1章5節

創世記1章5節

神は光אוֹרを昼 יוֹם （ヨーム）と名づけ、闇を夜と名づけられた。
夕があり、朝があった。第一日  יוֹם אֶחָד（ヨーム・エハード）。
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？とは何か（ヨーム）יוֹם 

初出箇所：創世記1章5節（ヨーム）יוֹם  

創世記1章5節

神は光אוֹרを昼 יוֹם （ヨーム）と名づけ、闇を夜と名づけられた。
夕があり、朝があった。第一日  יוֹם אֶחָד（ヨーム エハード）。

また、同じ創世記１章５節には「神は光を昼 。と名づけ」とあります（ヨーム）יוֹם
ここでの「名づけ」はקָרָא（カーラー）が使われていることから、 単なるラベル付けでは

なく、役割を与え、本質を定義していることがうかがえます。

原文 ִּוקְרָא  לָאוֹר יוֹם אֱלֹהִיםו  を直訳すると「神は光אוֹרに対して、昼 יוֹם （ヨーム）
の役割を与えた。」となり、光אוֹרであるイェシュアに昼（ヨーム）の役割を与えた。と理
解することができます。

ヨハネ 9章4～5節

わたしたちは、わたしを遣わされた方のわざを、昼のうちに行わなければなりません。だ

れも働くことができない夜が来ます。5 わたしが世にいる間は、わたしが世の光です。」
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雅歌4章6節

そよ風が吹き始め ּווֹםפוּח   、影が逃げ去るまでに、（プーアッハ・ハッヨーム） ה 

私は没薬の山、乳香の丘に行こう。

10

そよ風が吹き ּוופוּח   （プーアッハ・ハッヨーム） ה 

そのように、ּווֹם（ヨーム）は 「日」という意味だけでなく「昼（光）の時・時間帯」をも示し

ていることがわかりました。

つまり「そよ風が吹き始め」と訳された、 ּווֹםפוּח   （プーアッハ・ハッヨーム） ה  は、

「昼（光）の風（息）が吹き始める時」とも理解できます。そして、そこに冠詞の ה （ハ）が
付いて、まさに変化する「その瞬間」を示しているのです。

それでは、「没薬の山」「乳香の丘」とは何を意味しているのでしょうか？
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雅歌2章8～9節に登場する「山」と「丘」は、原文では「”その”山々 הָרִים/הֶ  ヘハリーム」

「“その”丘々 גְבָעוֹת/ה   ハッゲヴァーオート」と冠詞＋複数形になっています。他の多くの聖書

箇所からも、それがイスラエルが繰り返し築いた、忌々しい偶像礼拝の「“その”数々の罪」の場

を表していることがわかります。

マタイの福音書一章で「その罪」は原文では複数形で書かれており、「その数々の罪」となって
います。つまり、「ご自分の民」である「イスラエル」が、何度も何度も繰り返してきた、偶像崇拝
の「“その”数々の罪」からイェシュアは贖い、救い出すために来られたのです。
まさに雅歌２章８節は、その瞬間を待ち望んでいる姿が描かれています。

“あの”「山」と「丘」

マタイ1章21節

マリアは男の子を産みます。その名をイエス  יֵּשוּע （イェシュア）とつけなさい。この方が
ご自分の民をその罪からお救いになるのです。

雅歌2章8節

私の愛する方の声がする。ほら、あの方が来られる。山 הָרִים/הֶ  （へハリーム）を跳び

越え、丘 גְבָעוֹת/ה    （ハッゲヴァーオート）の上を跳ねて。
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一方、雅歌４章６節の「山」と「丘」は、いずれも単数で、「“あの”没薬の山」「“あの”乳香の丘」
となっています。
乳香と没薬は、東方の博士らがイェシュア誕生の時に献げたものですが、没薬は「死と葬り」
のためであり、乳香は「復活のしるし」でした。

雅歌２章７節では「その山」は、イスラエルが繰り返し犯してきた数々の偶像崇拝の山であり、
「その丘」は心の中心にある数々の高ぶり・高慢の丘を現わしていました。
そのような「山」と「丘」に、イェシュアはただ一度、ご自身を献げられ（ヘブル10：10）、「死と復
活」を通して、神と人の交わりの回復を果たされたのです。
愛する方は「あの山と丘に私自身を献げ、その死によって悪魔のわざを打ち破り（Ⅰヨハ3：8）、
復活して天に上るのだ」と言っておられると理解できます。

そして、それは ּווֹםפוּח   ה  （プーアッハ・ハッヨーム） 「昼（光）の風が吹き始める時」まで、つま

り、「イェシュアが息を吹きかける時までに」なのです。

“あの”「山」と「丘」

雅歌4章6節

そよ風が吹き始め、影が逃げ去るまでに、私は没薬の山 ר ה   מּוֹר/ה  （ハル・ハンモール）

乳香の丘 ת ה   לְבוֹנָה/גִבְע  、（ギヴアット・ハッレヴォーナー）に行こう。
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ヨハネ20章22節

こう言ってから、彼らに息を吹きかけてἐνεφύσησεν （エネフュセーセン)言われた。

「聖霊を受けなさい。

13

息を吹きかけて

このヨハネ２０章２２節の「吹きかけて」ἐνεφύσησεν （エネフュセーセン)はアオリスト

で、一回的、決定的な出来事であることを現わしています。

まさにこれが、雅歌の ּווֹםפוּח   （プーアッハ・ハッヨーム） ה  「昼（光）の風（息）が吹き

始める“その時”」を現わしていると理解できます。



1414

息を吹きかけて

創世記2章7節

神である主は、その大地のちりで人を形造り、その鼻にいのちの息 תנִשְ  ּוִ מ  יםח  （ニシュ

マット・ハッイーム）を吹き込まれた ח 。 それで人は生きるものとなった。 （ナーファハ）נָפ 

また、「吹きかけて」 ἐνεφύσησεν （エネフュセーセン) は、創世記2章7節に使われた

חנָ  פ  （ナーファハ） 「吹きかける（内側に吹き込む）」と同義です。

つまり、イェシュアが「吹きかけた」（ナーファハ）息は 、創世記の「いのちの息」ニシュマット 
ハッイームと同じであると理解できます。

ヨハネ20章22節の出来事は、まさに 創世記2章7節 の再現であり、死んでいた人の霊を再
創造させた決定的な出来事だったのです。

では、「吹き込む」 ח 。の初出箇所を確認したいと思います（ナーファハ）נָפ 



、は、「”外側に”吹き出す」と言う意味合いで使われるのに対して（プーアッハ）פוּח  
חנ ָפ  （ナーファハ）は、「”内側に”吹き込む」ことを表していることがわかります。

ここまできて、単語の最後にח（へート）が付くものは、“ハ”という、喉に息を当てる
その発音からも「息」に関連していることに気がつきました。

「霊・息・風」などを現す ח  רוּ （ルーアッハ）も同じく、最後にח（へート）が付きます。
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吹き込む חנ ָפ  （ナーファハ）

創世記2章7節
神である主は、その大地のちりで人を形造り、その鼻にいのちの息を

吹き込まれた חָנ פ  （ナーファハ）。それで人は生きるものとなった。

חָנ פ  （ナーファハ）初出箇所：創世記2章7節



2 0 X X 16

חנָפ   （ナーファハ） 吹き込む・息を入れる 内へ 創造

ח  רוּ （ルーアッハ） 霊・風・息 動的息 いのちを生み出す霊

ח  פוּ （プーアッハ） 吹き出す・息を吐く 外へ 訪れ

ח  נוּ （ヌーアッハ） 安息する・静まる 静的息 息が静まる

ְこのように考えると、以下の、いずれも「息」נִשְמָה（ニシュマー）に関連する語彙に
は、語末に息を当てて喉を震わせて「ハ」と発音するח（へート）が付いています。
しかし、それぞれのことばによって、息の動き、方向性が異なっています。

「息」נִשְמָה（ニシュマー）と （へート）ח

16
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創世記1章2節

地は茫漠として何もなく、闇が大水の面の上にあり、神の霊  רוּח（ルーアッハ）
がその水の面を動いていた חֶפֶת 。 （メラヘフェット）מְר 

「動いていた」 חֶפֶת は、羽ばたく、覆う、震わせる、孵化させるとい（メラヘフェット）מְר 
う意味があります。

つまり、神の霊  רוּח（ルーアッハ）は、動く「いのちを生み出す霊」 であると理解できます。

 

（ルーアッハ）רוּח  

初出箇所：創世記1章2節（ルーアッハ）רוּח  
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Ⅰコリント15章45節

こう書かれています。「最初の人アダムは生きるものとなった。」しかし、最後の

アダムはいのちを与える御霊ζωοποιοῦν（ゾーオポイウーン）となりました。

この「いのちを与える御霊」ζωοποιοῦν（ゾーオポイウーン）は、
ζωή（ゾーエー＝命）＋ ποιέω（ポイエオー＝作る）の現在分詞です。

なので、いのちを与え続ける・生み出し続けるという継続的な働きを表しています。

つまりイェシュアは「継続的にいのちを生み出す霊」となられたのです。

まさに、創世記１章２節の、神の霊  רוּח（ルーアッハ）の働きに極めて近いことが理解
できます。

いのちを与える御霊
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ְまたヨブ記のこの箇所は、同義的パラレリズムで書かれており、

「神の霊」と「全能者の息」が同義であることがわかります。

つまり、創世記2章7節で、神が吹き込んだ「息」は「霊」であったと理解できます。

そしてまた、イェシュアの吹き込まれた「息」נִשְמָה（ニシュマー）も、イェシュアが言わ
れた「聖霊を受けなさい」の通り、「聖霊」  רוּח（ルーアッハ）そのものでした。

ヨブ記33章4節

神の霊  רוּח（ルーアッハ）が/私を造り、

全能者の息נִשְמָה（ニシュマー）が/私にいのちを下さる。

「霊」  רוּח（ルーアッハ）と 「息」נִשְמָה（ニシュマー）
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このように見ると、「霊」  רוּח（ルーアッハ）は、「動かれる神の霊」であり、「いのちを
与える息」であるということがわかります。

創世記3章8節の ּווֹם רוּח   ה  (ルーアッハ・ハッヨーム)は、ヨームに冠詞 ה （ハ） 
が付いて「特定の時」であることを強調しています。つまり ּווֹם רוּח  ה  (ルーアッ

ハ・ハッヨーム)は「神が動かれる特別な“その時”」だったのです。

はじめに神が人に息を吹きかけた ח のは、顔（ナーファハ）נָפ  נִיםפָ  （パーニーム）

の中心である「鼻」 ף からでした。つまり人は神と「顔と顔を合わせる」 （アフ）א 
נִיםאֶל־פָ נִיםפָ  （パーニーム・エル・パーニーム）関係によって、生きるものとされ

たのです。 נִיםאֶל־פָ נִיםפָ  （パーニーム・エル・パーニーム）とは、聖書でごく限ら

れた箇所だけで使われる特別な表現で、神との何の隔たりも隠し事もない、完全な

関係性を現わしています。

ところが、善悪の知識の木の実を食べた後の関係性は一変し、 本来は、神との親

しい交わりの時であった、ルーアッハ・ハッヨーム「神が動かれる 特別な“その時”」

に、主の「御顔」（パーニーム）を避けるという、決定的な神との断絶が明らかにされ

たのです。
20

神の御顔 פָנִים（パーニーム）を避ける



「あなたはわたしの顔を見ることはできない。人はわたしを見て、なお生きている

ことはできないからである。（出33:20 ）」と神が言われたことは、光の前に闇が存
在し得ないように、光である神の御顔の前に、罪を持ったままの人は存在できな
い という霊的原則を示しています。

そのように考えると、罪を持った人が、再び神と「顔と顔を合わせる」（パーニー

ム・エル・パーニーム）ためには、必ず「死」を通過する必要が含まれていること
を理解します。

この観点から見ると、ヤコブが「顔と顔を合わせて神を見たのに、私のいのちは
救われた」という出来事は、十字架の贖いにより、古い罪の人がイェシュアととも

に死んで新しくされた、「救いの成就の予表」であると理解できます。

さらに、「ヤコブ」から「イスラエル」と改名されたことは、神から最も遠く離れたイ
スラエルの民が、終わりの日に、神と“顔と顔を合わせる”関係へと回復されるこ
との象徴でもあると考えられます。 21

創世記32章30節

そこでヤコブは、その場所の名をペヌエルל 。と呼んだ（神の顔）פְנוּאֵּ
「私は顔と顔を合わせて אֶל־פָנִיםפָנִים  （パーニーム・エル・パーニーム）

神を見たのに、私のいのちは救われた」という意味である。

「顔と顔を合わせる」ための「死」



一方で、「神と顔と顔を合わせた」モーセの場合はどうでしょうか。

申命記の、ここでの「選び出した」を原文でみると עיָ  ד  （ヤーダ）が使われています。
「知る」ע עは、アダムがエバを「知った」（ヤーダ）יָד  、と使われるように（創世記4：1）יָד 

単なる知識的な理解ではなく、関係性の中で体験的に理解すること、一つ（エハード）

となることを現わします。

つまり、モーセは神の御心、目的、関係性において“エハード（一つ）”とされた、 旧約に

おける唯一の預言者でした。

ここでは「モーセのような預言者は、もう再びイスラエルには起こらなかった。」とありま

すが、申命記18章18節に「わたしは彼らの同胞うちから、彼らのためにあなた(=モーセ)

のようなひとりの預言者を起こそう。」と、誠の預言者イェシュアの出現が約束されてい

ます。 

これらのことから、モーセはイェシュアの予表であり、イェシュアによって、人が神と「顔と

顔を合わせて」ヤーダされる関係が回復されることが示唆されている、と理解できます。
22

顔と顔を合わせて知る

申命記34章10節

モーセのような預言者は、もう再びイスラエルには起こらなかった。 彼は、

主が顔と顔を合わせて אֶל־פָנִיםפָנִים  （パーニーム・エル・パーニーム）選び

出したע 。のであった（ヤーダ）יָד 

22



Ⅰコリント13章12節

今、私たちは鏡にぼんやり映るものを見ていますが、そのときには顔と顔を合わせて

見ることになります。

今、私は一部分しか知りγινώσκω （ギノースコー）ませんが、そのときには、

私が完全に知られているἐπιγινώσκω（エピギノースコー）のと同じように、

私も完全に知るἐπιγινώσκω （エピギノースコー）ことになります。

23

γινώσκω （ギノースコー）は、ヘブル語の「知る」ע 。にあたります（ヤーダ）יָד 
また「完全に知る」と訳されたἐπιγινώσκω （エピギノースコー）のἐπι-（エピ）は「上に」
「さらに」「完全に」「徹底的に」を現わす前置詞です。

今は一部の「ヤーダ」であるが、顔と顔を合わせる時「完全にヤーダされる」と言うのです。

イェシュアは「父がわたしを知っておられ、わたしが父を知っている（ヨハネ10:15）」

といわれた通り、父と「顔と顔を合わせ」完全に知り知られているエピギノースコーの

関係の実態でした。

イェシュアが復活された後、「いのちを与える御霊」となられて人の霊の中に内住されたこと

で、私たちにも主を「一部知る（ギノースコー）」ことが可能とされました。そして、やがて、神と

「顔と顔を合わせる」時、「完全に知る（エピギノースコー）」関係に入れられるのです。

顔と顔を合わせて知る

23



イザヤ66章1～２節

主はこう言われる。「天はわたしの王座、地はわたしの足台。あなたがたがわたしのた

めに建てる家は、いったいどこにあるのか。わたしの安息の場は、いったいどこにある

のか。2 これらすべては、わたしの手が造った。それで、これらすべては存在するのだ。

──主のことば──わたしが目を留める者、それは、貧しい者、霊の砕かれた者、わ

たしのことばにおののく者だ。

24

。の名詞形です（安息する、休む、静まる、とどまる）（ヌーアッハ）נוּח  は（メヌーハー）מְנוּחָה
ここで「安息の場」と訳された原文を見るとמָקוֹם מְנוּחָתִי （マーコーム・メヌーハーティー）

「場所＋安息の場所」と「場所」が繰り返し使われ「特別な場所」であることが強調されていま

す。しかもマーコームは神の臨在が留まるところとして、しばしば使われる語彙です。

「貧しい者」と訳されたעָנִי（アーニー）は、神の前に“空っぽ”になった者、自分の力では立て
ない者、へりくだった者のことを言います。

神が住まいとされ安息される場所は、人が手で作った家ではなく、霊が打ち砕かれ、空っぽと

された者、自分の力では何もできなくされた者、主のことばに心が震えるようにされた者だと

言われています。そのようになって初めて、神と「顔と顔を合わせて」見ることができるように

なるのです。しかし、人は自らの力で砕かれることも、へりくだることもできません。ましてや、

神を求めることすらできないのです。ですから、それらすべて一方的な神の恵みだと言えます。

わたしの安息の場

24
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エデンの園での、「そよ風が吹くころ」(ルーアッハ・ハッヨーム)が現わしていたものは、福音の

風が吹く、神との親しい交わりの“その時”に、人は神の御顔を避けた、という神との断絶が

明らかにされた瞬間が示されていました。

それに対して雅歌のプーアッハ・ハッヨームは 昼יוֹם（ヨーム）のものである、光なるイェシュ
アが「息を吹きかける」まさにその時のことが示されていました。それは、闇から光へ、夜から

朝へと移るように、イェシュアの息吹によって、死からいのちへと移る瞬間のことでした。

そしてそれは、復活のイェシュアが弟子たちに吹きかけた“聖霊の息（エネフュセーセン）” に

おいて、すでに成就しました。しかしその息は重層的に、終わりの日にイスラエルの残りの者

に注がれる「恵みと嘆願の霊」 （ゼカリヤ12：10）の予表でもあると理解できます。

「嘆願」と訳された חֲנוּנִיםת   （タハヌーニーム）はן から派生した複数（あわれみ：ハーナン）חָנ 
形名詞で、「深い嘆願・繰り返しの祈り」を意味しています。「“恵みと嘆願の”霊  רוּח（ルーアッ
ハ）」が注がれるとき、頑なだったイスラエルの残りの者に、主を知り、神を求め渇望する心が

与えられるのです。

影が逃げ去る時

25



26

「創造の息」から始まり、「霊の動き」、「訪れ」、「再創造」、そして「安息」へ至るこの
流れは、すべて、神と人が完全に「顔と顔を合わせる」関係回復のための道でした。
そして、そこにはイェシュアが「いのちを与える御霊」となって、人の霊の中に内住す
ること無しには、決して到達し得ない神のご計画が隠されていました。

「神の息づかい」の中に見る、神のご計画。それは「いのちの息」であり“動き、生き、
かつ存在している”「生けるまことの神」の物語・歴史そのものでした。

26

神の息づかいの中にある歴史

ח① נָפ  ナーファハ（創造の息）：人が生きる者となる
 ↓

רוּח  ② ルーアッハ（霊が動く）：神の臨在が近づく
 ↓

פוּח  ③ プーアッハ（息が吹き出す）：イェシュアの訪れの予感

 ↓

④ ἐνεφύσησεν エネフュセーセン（再創造の息）：いのちを与える霊による再創造
 ↓ ח①） נָפ  ナーファハと同義）
⑤ וּח   נ ヌーアッハ（安息・完成）：完全に顔と顔を合わせる時
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この「神の息づかい」の歴史をたどるとき、私はあらためて、聖書が語る「主の書物を調べて読め。

これらのもののうち、どれも失われていない。それぞれ自分の伴侶を欠くものはない。（イザヤ
34：16）」という真理を深く知らされました。なぜなら、「調べて」とは「尋ねて」(ダーラシュ：ש (דָּר 
であり、「読め」とは「見出せ」(カーラー： 。だからです(קָרָא

エデンの園で、「そよ風の吹くころ」（ルーアッハ・ハッヨーム）に失われた、神との関係を、再び
「そよ風の吹く時」（プーアッハ・ハッヨーム）に、イェシュアは「いのちを与える御霊」となられ、そ
の息を吹き込むことで、わたしたちを生きる者としてくださいました。そして、やがて終わりの日に、

主は「新しい契約」（エレミヤ31：31～34）を完全に成就されるのです。

ルーアッハ・ハッヨームからプーアッハ・ハッヨームまで。人が闇に落ちた時から、光の救済の時

まで。“夕があり、朝があった。（ヨーム・エハード）一つの日。”それは、神の歴史のシナリオ。

創世の初めに、神が大地のちりで人を形造り、その鼻にいのちの息を吹き込まれたその時から

今日まで、主は変わることなく、私たちに御顔を向け続けておられます。
今は一部しか知り得ない主と、やがて「顔と顔を合わせて」完全に知る「その日」を待ち望みたい
と思います。

27

ベアハリート 完全に顔と顔を合わせる時まで

私の愛する方よ。そよ風が吹き始め、影が逃げ去るまでに、あなたは戻って来て、

険しい山々の上のかもしかや若い鹿のようになってください。（雅歌2章17節）
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